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実施年月日  令和３年度 第１回巻地区公民館運営審議会 

令和３年７月１５日（木）午前 10：00～11：45 

会  場 巻地区公民館 ３F 小ホール 傍聴人  0人 

出 席 者 

・委 員（１０人） 

福島議長，石井副議長，石田委員，小林委員，鷹雄委員，土田委員， 

旗本委員，本間委員，山上委員，山田委員 

・事務局（９人） 

  巻地区公民館：澤栗館長，加藤 

  岩室地区公民館：池田館長 

西川地区公民館：吉田館長，外河 

  潟東地区公民館：阿部館長，渡辺 

中之口地区公民館：熊谷館長，野﨑 

審 議 案 件 

（１） 令和２年度 公民館事業評価について 

令和２年度 公民館事業報告について 

（２） 令和３年度 新潟市公民館事業の基本方針について 

（３） 令和３年度 公民館事業計画について 

（澤栗巻地区公民館長あいさつ、委員と職員の自己紹介、正副議長の選出、選出された福島

議長及び石井副議長あいさつ） 

以下，審議された議題について記載する。 

審議概要 

 

 

福島議長 

 

 

福島議長 

 

 

山上委員 

 

 

巻地区公民館 

 

（１） 令和２年度 公民館事業評価について 

令和２年度 公民館事業報告について 

   

 初めに巻地区公民館から説明をお願いします。 

＜資料１及び資料２について併せて説明（以下各地区公民館同じ）＞ 

 

 巻地区公民館の説明が終わりました。 

 ご質問、ご意見はありませんか。 

 

西蒲区保育者交流会について、西蒲区で保育者としての登録者は何名いるの

でしょうか。 

 

西蒲区で 10 名の登録者です。 
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福島議長 

 

 

巻地区公民館 

 

 

 

 

 

 

 

福島議長 

 

 

 

巻地区公民館 

 

 

福島議長 

 

 

福島議長 

 

 

山上委員 

 

 

 

 

福島議長 

 

 

福島議長 

 

 

福島議長 

コミュティコーディネーター育成講座は令和 2 年度で終了したということだ

が、まち歩き養成講座の今後の動きについて聞かせて欲しい。 

 

 まち歩き養成講座は、西蒲区自治協議会の提案事業として、平成 30、令和元

年度の 2か年で、すべての地区にまち歩きガイドを立ち上げることとして開催

し、既にすべての地区で立ち上げが終了しているので、今後、養成講座自体は

行わないこととなっています。 

令和 2年度のコミュニティコーディネーター育成講座は、令和元年度に新た

に立ち上げた、西川地区、潟東地区のまち歩きガイドの方々のスキルアップと

して、実施したものなので、令和 2年度で終了となります。 

 

 公民館としては、講座は終了しても、それで関係を断ち切ることなく、各ま

ち歩きガイドが事業実施の相談などがあればサポートしていくという認識で

よいでしょうか。 

 

 相談があれば協力していきますし、公民館事業でも必要があれば協力をお願

いしていきたいと考えています。 

 

続きまして、岩室地区公民館より説明をお願いします。 

＜資料１、資料２について説明＞ 

 

岩室地区公民館の説明が終わりました。 

 ご質問、ご意見はありませんか。 

 

 昨年、14 番の「戦争と平和」を見に行きました。日頃、公民館に足を運んだ

ことがない人も参加し、大変大勢の人が参加していました。非常に素晴らしい

企画だったと思います。戦争に関係する資料をよく集め、分りやすいように説

明も掲示された展示でした。 

 

 補足ですが、最後日に 7～80人で行ったトークショーでは、生の声が聞こえ

てきてよかったと思いました。 

 

続きまして、西川地区公民館より説明をお願いします。 

＜資料１、資料２について説明＞ 

 

西川地区公民館の説明が終わりました。 
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土田委員 

 

 

 

西川地区公民館 

 

 

 

土田委員 

 

 

 

福島議長 

 

 

福島議長 

 

 

福島議長 

 

 

 

 

鷹雄委員 

 

福島議長 

 

 

福島議長 

 

 

福島議長 

 

 

 ご質問、ご意見はありませんか。 

 

10 番の西川健康クラブについてですが、西川地区に長寿大学、老人クラブ

があるかどうかは分からないのですが、公民館事業としてどのようにして高齢

者の方を集めているのでしょうか。 

 

西川地区には長寿大学はないのですが、西川老人クラブの中に高砂学級とい

う組織があり色々な活動を行っています。西川健康クラブは、西川老人クラブ

を経由し会員の募集を行いました。 

 

 新型コロナウィルス禍で外に出られず体も動かせない状況の中で、巻地区で

も同様に行ってもらいたいし、本当に良い事業なので、これからも西川地区で

継続していってもらいたいと思います。 

 

続きまして、潟東地区公民館より説明をお願いします。 

＜資料１、資料２について説明＞ 

 

潟東地区公民館の説明が終わりました。 

 ご質問、ご意見はありませんか。 

 

 総合文化祭についてですが、文化協会だけでなく、学校関係も含めたいろい

ろな団体も関わっている、正に総合という名前で行っている事業とのことです

が、学校からどういう形で参加されているのでしょうか、鷹雄委員にお聞きし

たいと思います。 

 

 潟東中学校では、美術の作品を地域の美術館に展示をしています。 

 

続きまして、中之口地区公民館より説明をお願いします。 

＜資料１、資料２について説明＞ 

 

中之口地区公民館の説明が終わりました。 

 ご質問、ご意見はありませんか。 

 

中之口も広いエリアなので、先人館がよい役割の施設となると思いますが、

公民館の共催事業として、総合文化祭以外に何かあるのでしょうか。 
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中之口地区公民

館 

 

土田委員 

 

 

 

 

 

巻地区公民館 

 

 

 

福島議長 

 

 

福島議長 

 

 

福島議長 

 

 

本間委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島議長 

 

 

 

 

 書初め大会を実施した後で、全児童生徒の作品をその日のうちに審査し、先

人館にその作品を展示しています。 

 

文化協会がどこの地区にもあるようですが、巻地区は、文化協会の立ち上げ

の話は以前からあるが、舵を取る人がいないためまとまらず、未だに巻地区だ

けがない。そのため、文化祭や芸能祭を開催するにあたっては、公民館や文化

会館の力を借りないとできない。巻以外の地区では、文化協会が関わって進め

ているので、巻地区も文化協会があるといいと思います。 

 

 巻地区以外は、合併前から文化協会を持っていましたが、巻地区は持ってい

ませんでした。新たに組織づくりをすることが難しく、今日に至っているのだ

と思います。 

 

続きまして、次第（２）令和３年度新潟市公民館事業の基本方針についての

説明をお願いします。 

 

（２）令和３年度 新潟市公民館事業の基本方針について 

  ＜資料 3について説明＞ 

 

 ただいま、令和３年度新潟市公民館事業の基本方針についての説明が終わり

ました。ご意見等はありますでしょうか。 

 

 方向性について分からないのですが、前から形成しているコミュニティは、

新たに人が加わろうとすると、それを嫌がる面がある。しかし、新たに人が加

わっていかないと活性化はしない。このような一面がある一方で、合併前から

実施されていた事業、合併後からの事業があることは理解していますが、基本

方針や各公民館の事業実績の説明を受けると、同じような事業を各公民館で実

施しており、今後、現状通り個々の公民館で実施する方向性なのか、各館実施

とせず区全体を対象として捉え、同様の事業は実施しないなどとしていく方向

性なのか、その方向性が分からないと感じました。 

  

 社会教育の仕事は地域と離れてはいけない。公民館の職員には地域課題は何

か探し求める能力が必要であり、何を行い、どこと連携していったらいいか、

判断するためにも地元を知ることに頑張っていただきたい。西蒲区として特色

を出していく中では新しく入ってきた人と地元の人との間で軋轢が生じる場

合もあると思いますが、それらをまとめていくことも公民館職員の大きな仕事
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石井副議長 

 

 

 

 

 

 

 

福島議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島議長 

 

 

石井副議長 

 

 

岩室地区公民館

長 

 

山上委員 

 

だと思っています。私としては、公民館には専門職の職員にいてもらいたいし、

専門職でない職員が赴任した場合でも専門職の資質を身に着け、地元に貢献し

てもらいたいと思っています。 

 

芸能祭についてですが、芸能祭を各公民館で実施していますが、以前は大勢

の人が出演し、見に来る方も多くいましたが、最近は芸能をやっている人も少

なくなり、見る人も少なく盛り上がりがなく、物足りなくなっている。他の区

では、区全体で実施しているところもあり、西蒲区も一つで実施したら盛り上

がるのではないか、皆さんの負担も少なくなるのではないかと思いますし、障

がい者の方など、多様な方を対象者として実施していけるのではないかと思い

ます。 

 

 引き続き次第（３）の令和３年度公民館事業計画についてに移ります。 

 公民館事業計画につきましては、各館の全説明が終わってから、皆様のご意

見を伺います。 

 それでは、巻地区公民館から説明をお願いします。 

（３）令和３年度 公民館事業計画について 

巻地区公民館 

岩室地区公民館 

西川地区公民館 

潟東地区公民館 

中之口地区公民館 

の順番で説明を行う 

順番に＜資料４について説明＞ 

 

最後の中之口地区公民館の説明が終わりました。 

皆様のご意見を伺います。 

 

岩室地区公民館ですが、地域の茶の間出前講座の劇団「おめさんもこいて」

は、お願いすると他の地区にも来てくれるのでしょうか。                                      

 

喜んで行くと思いますが、日程次第となりますので、具体的な話は、岩室地

区公民館に連絡、ご相談いただきたいと思います。 

 

西蒲区公民館合同展についてですが、昨年度はコロナ禍ということで中止だ

ったと思いますが、今年の事業計画の中には無いようですが、中止ということ
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巻地区公民館長 

 

 

福島議長 

 

 

山田委員 

 

 

 

 

小林委員 

 

 

巻地区公民館長 

 

 

 

 

旗本委員 

 

 

 

巻地区公民館長 

 

 

 

山上委員 

 

 

 

 

 

巻地区公民館長 

なのでしょうか。 

 

昨年度末に各地区からご意見をいただきまして、今年度は中止することにな

りました。 

 

 今までに発言のなかった委員からも、一言で構いませんので、ご意見をいた

だきたいと思います。 

 

来年度からコミュニティスクールが導入され、地域と学校が一緒になって子

どもたちの育成に取り組くんでいくことがスタートしますが、今後も学校課題

と地域課題を公民館と共有しながら、子どもたちの育成に取り組んで行くこと

が非常に大切だと感じました。 

 

コロナ禍の中でなかなか企画をしても事業が実施できないでいる現状があ

るが、どの程度の人数、範囲なら実施可能なのか。 

 

公民館からは、主催者側にガイドラインに基づき三密回避や感染対策をしっ

かり行っていただくことをお願いして、利用していただいております。 

今のところ人数で実施の可否を判断するのではなく、主催者側が感染対策を

行いながら何人規模で実施するのかを判断することになります。 

 

各公民館が各地域の特色を生かしながら事業を実施していることは説明か

ら分かりましたが、合併してからかなりの日も経過したこともあり、各地区の

みでなく、西蒲区として何かやっていくという方向は考えられないものか。 

 

今のところその部分は考えていないのですが、本日色々なご意見をいただ

き、西蒲区５地区公民館で相談しながら、やっていけることがあればやってい

きたいと思います。 

 

予算のことでお聞きしたい。合併当初は、合併時点の各公民館の当初予算ベ

ースで各地区公民館に予算配分されました。そのため、公民館によって、予算

がなく事業を実施できない、予算が余ったということもありました。予算的に

厳しいことは承知していますが、最近は、予算がなく事業を実施できないとい

う状況はあるのでしょうか。 

 

公民館の予算も年々厳しくなってきています。 
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石田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土田委員 

 

 

 

 

 

 

福島議長 

 

 

現在は、中央公民館から、まずは基幹公民館に予算配当し、次に基幹公民館

から各地区公民館に予算配当をするやり方となっています。万が一足りない場

合は、中央公民館に追加の予算を要求し、中央公民館は全体の公民館予算を見

ながら調整し、可能であれば追加で予算が配当されることとなっています。 

しかしながら、公民館事業は実施してすぐ効果が出るものではありません

が、財政当局からは効果が見られない事業は予算削減、縮小するとし、公民館

予算は大きくないのですが、年々予算は減少しているのが現状です。 

 

感染対策のガイドラインに基づく判断が難しく、私たちの実施している社会

教育事業は、公民館や学校事業の実施の可否などを参考に判断していますが、

公民館によって、同じような事業でも、実施、中止があるのですが、その判断

基準を参考にさせてほしい。 

各地区でなく、西蒲区全体でまとまって事業を実施するという話がでていま

すが、中心地域等で事業実施をすると、その中心地域等まで足を運ぶことが難

しい人も多くいるので、地域の公民館の強みを生かし、できれば各地域で実施

を要望したい。 

昨年度の運営審議会でもお聞きしたが、IT・モバイル講座などの環境整備に

関し、新たな情報があれば、後日でよいので教えてほしい。 

 

今まで公民館運営審議会委員として、実施事業や計画について資料説明を受

けてきたが、先日行われた公民館運営委員の委嘱式の研修会講話で、もっと公

民館事業の計画段階から関わっていくことが大切だと認識した。予算が大きく

影響することは承知しているが、もっと公民会運営審議会委員の意見を聞いて

もらい、取り入れられるものは取り入れるなど、この審議会を活用してもらい

たい。 

 

委員の方からいろいろなご意見がありましたが、事務局で参考にし、検討い

ただきたいと思います。 

これで運営審議会の審議を終わります。 

 

 

 

 

 

 


